
申し合わせ事項 

１．陸上競技場の開門時間および閉門時間について  

月日 開門 閉門 

第 1日目【9月 23日（火・祝）】 
7：30 

20：50 

第 2日目【10月 25日（土）】 18：00 

※開・閉門時間は厳守のこと。違反した場合は、厳重に処罰する。 

 

２．参加校受付について 

各大学の代表者は、開門時間から 2 時間経過するまではインフォメーションセンター（2 階正面玄関）にて

参加校受付を行い、配付物を受け取ること。以降は、場所を役員受付（1階正面玄関）に移す。 

 

３．入退場について 

正面スタンドへの入退場は、2 階正面玄関のみとする。サイド・バックスタンドへの入退場は東西ゲートの

みとする。ただし、グラウンドレベルの入場は、選手のみ認める。 

 
４．集団応援場所・大学待機場所・横断幕について 

１） 集団応援場所・大学待機場所については譲り合って使用すること。 
２） 各大学の横断幕はバックスタンド・サイドスタンドのみ掲出を認める。但し、いかなる場合でもガムテ

ープ等の粘着物を用いて横断幕、その他掲示物を競技場内（付帯施設を含む）に貼ることを禁止する。

横断幕は、各日、競技終了後に取り外し、各大学で保管すること。 
 

５．式典・表彰物について 
１） 大会 1 日目 9:00 に開会式、大会 2 日目競技終了後に栄章授与式・閉会式を行う。 
２） 参加校は部旗を持って 2 列で整列すること。その際、各校の公式ウェアを着用し、サンダルで参加する

ことを禁ずる。整列は、フィニッシュライン側から大学コード順とする。ただし、別途指示を行う場合

もある。 
３） 各種目 3 位内に入賞した選手には賞状が表彰式を行う。競技終了後、式典部の指示に従い、表彰控室ま

で来ること。 
 
６．競技場利用のマナーについて 

１）競技場内および付帯施設の電源使用は禁止する。 
２）各大学で生じたゴミは各自で持ち帰ること。 
３）大会 2 日目は芝生内の立ち入りを一切禁止とする。 

 
７．棒高跳用ポールの輸送について 

棒高跳用ポールの競技場への輸送は、男子棒高跳用ポールは 9 月 22 日（月）、女子棒高跳用ポールは 10 月

24日(金)の各日競技場営業時間内に限り認める。輸送する場合は、各大学から競技場へ事前に直接連絡する

こと。なお、ポールの盗難及び破損について、本連盟及び競技場管理者は一切責任を負わない。 
 
 
 



８． 観戦・応援・撮影について 
１） 観戦はスタンドで行い、大会本部や競技区域には立ち入らないこと。 
２） 鳴り物を使用しての応援行為は禁止とする。 
３） スタンドからカメラやビデオカメラ（スマートフォンを除く）を用いて撮影する場合は、「撮影受付」

（1 階正面玄関）にて受付をすること。その際に渡される撮影許可腕章は、撮影時、つけることを義

務とする。腕章をつけていない者の撮影行為は禁止とする。 
４） 学生は、所属する大学のジャージを着用しての撮影であれば、上記の手続き、腕章は不要とする。 
５） 三脚を使用しての撮影は、まわりの迷惑にならないようにすること。 
６） 競技中のフラッシュを使用しての撮影は厳禁とする。 
７） 撮影許可を得た撮影やスマートフォンでの撮影であっても、係員から声掛け、写真の確認を依頼する

場合がある。 
８） 競技と関係の無い目的での撮影、身体の一部をアップしての撮影、透過撮影行為は禁止とする。不審

な行動を見かけた際は、競技場内で撮影したすべての写真・動画を確認する場合がある。 
９） 撮影許可を得て撮影された画像や動画であっても、SNSや HP等を含む媒体に不適切と判断される掲載 

を確認した場合、削除を要請する。 
10）報道関係者は、「報道受付」（1F正面玄関）にて申請をすること。その際に渡される報道ビブスは、撮

影時、着用を義務とする。※受付の際に名刺をご用意ください。 
 
９． その他 

１） 忘れ物・落とし物について、本連盟で受領した物については大会本部で一時保管するが、その他のもの

については一切責任を負わない。また、大会終了後、1週間以内に申し出がないものについては廃棄す

る。心当たりがある場合は、メールにて問い合わせること。 
２） 駐車場は、龍北運動公園内駐車場のみとする。ただし、数に限りがあるため、公共交通機関（JR岡崎駅・

名鉄東岡崎駅からバス）での来場を推奨する。なお、運動公園外の駐車に関して、本連盟は一切の責任

を負わない。 
３） インフォメーションセンターにて、大会公式プログラムを 1部 1,000円で販売する。お釣りは用意しな

いため、購入する際はお釣りが出ないようにすること。 

４） 本大会のシャワールームの使用を許可する。 


